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（○：追加すべき、×：現時点では追加する必要はない。）

省令上の表記 具体的内容

１ 炭じん ×

これまでに国外で炭坑夫についての疫学研究では、
COPDによる死亡率上昇や肺機能低下、慢性気管支炎
発症の増加が報告されている。
じん肺症に活性炭じん肺(炭粉)、炭坑夫じん肺(石炭)が
含まれる。じん肺症に気道の慢性炎症性変化が含まれ
る。COPDを追記する必要はない。

２
穀物及び農作業の粉
じん

×

国外では、パン製造や小麦粉製造従事者を対象
とした疫学研究で小麦による慢性気管支炎・喘息
との関連が報告されている。その他、農作業従事
者でCOPDのリスクが増加した疫学研究が報告さ
れているが、農作業粉じんとCOPD発症との因果
関係は十分ではなく、引き続き情報収集が必要で
あり、現時点では追加する必要はないと考える。
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３ 畜舎の粉じん ×

国内では畜舎の粉じんによるCOPDの症例報告は
ないが、海外での調査研究では家畜飼育農家な
どに慢性気管支炎あるいはCOPDの増加が報告
されている。ただし、真菌、エンドトキシンやアンモ
ニアの吸入曝露による気道炎症や気管支過敏性
が生じうる可能性もある。現時点では、畜舎の粉じ
ん曝露によるCOPD発症との因果関係は必ずしも
明確ではなく、追加すべき物質とはしない。
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４ 繊維じん ×

綿肺症等の有機繊維じんによる呼吸器影響につ
いては別表第１の２、四の６「落綿等の粉じんを飛
散する場所における業務による呼吸器疾患」とし
て規定されており、この規定における呼吸器疾患
にCOPDが含まれるのであれば、主として問題と
なる綿についてはすでに規定済となる。落綿等に
含まれない繊維じんについては、個別に検討が必
要かもしれない。今回の調査結果で集められた国
外の報告では、Cuiら（１）が絹繊維ばく露者で有意
な影響（COPDの死亡率上昇）を報告しているが、
この論文ではCOPDの基準が不明確（IDC-9 490-
496？）である。Wangら(2)では絹の影響は綿に比
べて明らかではない。他の論文は綿を対象として
いる。したがって、落綿等以外については証拠は
不十分と考えられる。なお、今回の資料では国内
の調査報告はなく、また収集された国外の５文献
も、呼吸機能検査（%FEV1<80%）を基準にして
COPDをとらえ解析したものはMastrangeloら（３）
のみであって、いずれにせよ、綿を含めてCOPDと
繊維じんばく露との関係を明確にしめした報告は
少なく、引き続き検討をすべきものの、現時点では
追加の必要はないと判断する。前回検討会におい
て、異論がなかったことも考慮した。
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５ 紙じん ×

国内には、紙じんによるCOPDの報告はない。海
外には、紙リサクル工場労働者における慢性気管
支炎・喘息の報告（1998年）と製紙工場労働者に
おける呼吸機能低下の報告（1989年）がある。平
均曝露期間（1998年）、曝露量（1989年）の記載は
あるが、①文献が少ないこと、②文献が古いこと、
③曝露とCOPD発症との因果関係が明らかでない
ことなどの理由から、今回は見送るべきと考える。


